



上 埜 英 昭
コオロギは触覚運動により外界情報の一部を収集している他に， 他の個体との間で情報交換を行っ
ている。この触覚運動はいかなる指令所 (脳のいかなる場所)からの神経情報によって制御さ れてい
るのかを， 触覚の運動を直接駆動している横紋筋から， フック電極を介して電気活動を検出し， 解析
した。この制御は， そ れぞ れ脳内にある4種の運動ニューロン， すなわち左から右へ， その逆， 上 か
ら下へ， その逆へ動かす指令を発生する神経細胞の存在が， 電気生理学的に確認さ れた。こ れらの運
動と相互の情報交換との関係は， 今後の課題であろう。特に， 脳の活動と触覚運動との関係は， 将来
のロボットのセンサーへの道を聞くのに大きく貢献しよう。
直接差分モデルによる水蒸気バブルの生成シミュレーション




このバブルジェット方式のメカニズムは大きく分 けて気泡の成長 ・収縮とインクの流動 ・吐出から
成っている。こ れは互いに関連を持っているが， まず気泡の成長 ・収縮のモデルから得ら れた成長曲
線を駆動条件として， インクの流動 ・吐出を直接差分法でシミュレーションした。 印加時間を長くし，
熱を加え続 けると一度成長した気泡が収縮し， また気泡が再膨張するなど実験で観測さ れる様子が定
性的ではあるが， よくシミュレートさ れた。
小動物の機能測定のための卜ランスジューサに関する研究
田 淵 異 澄
小動物の各種機能測定は， 脊椎動物のそ れらの計測に比して， 研究方法が大変遅 れている。そ れは，
小動物に大きな負荷を与えずにこ れらを計測せねばならないという制約があるためである。
本研究は， 各種機能を測定するためのトランスジューサ一般につき検討した後， 昆虫を中心として，
歩行， 呼吸運動などの計測を行う変換器について検討したもので， 主題は， フォト ・インタ ・ラプタ
を中心とした光センサを用いた方法である。センサよりの情報は有線方式， 無線方式そ れぞ れ両方に







MAD)との反応により， へプタレン核の合成を行った。 又 ， オキサアズラノンとの反応により， テ
トラヒドロジアズレノペンタレンが得られた。 こ れをジトリプルオロアセチル化し， 脱水素反応によ
り， ジヒドロ体， 又DDQ酸化により， ジケトン体が合成された。
アルキル化による石炭の可溶化
ージグライムを溶媒とした石炭の繰返し還元メチル化一









る方法は効果があるが， Wandoan などのような低品位炭の場合には， 電子移動剤の添加が必要で、あ
ると思われた。
1ーメチルシクロアルキルフェニルスルホキシドの脱離反応機構
関 岡 忠 康
1-メチルシクロアルキルフェニルスルホキシド類を熱分解させ， その脱離反応機構を動力学的に
検討した。 こ れらのスルホキシドを熱分解させると endo及び ex oの両方のオレフィンを生成するが
そのオレフィンの選択性や反応速度に対する環の大きさの効果， また環を6員環に固定して， フェニ
ル基上の置換基の効果や同位体効果及び、活性化ノfラメーター， 溶媒効果を検討した結果， この脱離反
応、はS-Ca結合とCβ -H 結合の切断が協奏的起こるが， その遷移状態は6員環で ex oオレフィン






高 田 京 子
無水マレイン酸ーイソブテン共重合体にポリエチレンイミンを反応させた樹脂中の窒素とカルポキ
シルとの当量比をl. 0以上にした複合樹脂は( 1 )陰イオン系を良〈吸着する。(2)ウランに対する優れた




田 中 英 司
トロポンとベンジルクロリドのグリニヤール試薬との反応で得られるケトン体に2 molの塩化水素を
付加し， これを85%硫酸で処理すると， 1 段階で脱水間環， 脱塩化水素， 酸化が起り， ベンズアズレ
ンを与えた。 又， シクロアルカノンと 1 ーホルミルー2 メートキシナフタリンより得られる縮合体を
直接あるいは部分接触還元した後， 85%硫酸により脱水閉環を行なうと 1 段階で縮環フェナレノン類
が合成された。
置換アゾキシベンゼンの合成と反応










浅 井 康 夫







久 保 嘉 成
耐熱用超合金の析出相r の挙動については， 従来構生成一成長反応によって析出するものか， スピ












山 本 有 一
典型的な時効硬化型アルミニウム合金である A é'-Mg- S i合金は， 粒界破断により極端に延性が少













棲 野 克 也
矩形断面曲り管が その曲率中心軸の回りに一定角速度で回転するときの十分発達した領域における
層流強制対流問題を， 熱流束一定で断面の周囲温度が一定の仮定の下で数値解析を行った。 その結果，
















































報告では波長10 . 6 μmの CO2レーザを試作し， 物体の表面粗きの測定を試みた。トワイマングリー
ンの光学系をセットし， 物体表面と参照鏡との干渉によって生じる干渉縞のビジビリティから三次元




石 橋 大 策
流動層型生物膜廃水処理装置による， 高容積負荷状態で、の廃水中のBOD， COD処理について，
実験的に検討した。 その結果， 以下のことが明らかとなった。






田 中 成 典
水中に分散した油滴中に水滴が分散しているW/O/W型エマルションは， 液膜による分離操作へ
の応用が期待されるが， 本研究では， 水 ケロシン系を用い， その滴径に及ぼす添加界面活性剤濃度




中 村 恵 威
粉体プロセスの如く低エネルギー効率の工業プロセスの省エネルキー化の一つに. 2 または それ以
上のプロセスの複合化が見当る。
本研究では， 水平回転円錐型容器内の粉粒体の偏析現象に伴う分粒効果と， 回転容器内の粉末の造
粒効果を利用して， 単一水平回転円錐型容器による微粉末の造粒と分粒との 同時操作を検討し， 省エ
ネルギー的連続造粒プロセスのーっとして， 同容器による閉回路， 及び閉回路造粒プロセスの開発を
試みた。 その結果， パンダー(水)とともに供給された微粉末(C aC03 粉末)は同容器内で造粒と
同時に分粒きれ， 容器一端より均一球状製品が， 他端より不均一非球状粒子が排出されることを確か
め， さらに， 閉回路造粒システムの導入により， 製品の改善を確かめ得た。
多孔性国体電極の有効係数について
西 尾 弘 伸
粒子充填層型の多孔性固体電極の反応器挙動を銅粒子一硫酸銅(硫酸)系を用いて調べた。 粒子径，
層高， 銅イオン濃度などを実験変数として， 層内過電圧分布を求めた結果， 層高の影響が顕著で、， 長
さ方向の泳動電流と系的交換電流の比の1/2 乗の指数関数で表わされること， 層全体に層頂部の過電
圧を仮定した場合のT af el 型電解電流と実測電流の比を有効係数として求めた結果， 過電圧分布とお
なじ電流比の1/2 乗のパラメータで良好に相関できることなどがわかった。
短形ダクト内乱流促進体による物質移動の増進機構に関する研究








吉 村 浩 吉
むだ時間のある一次遅れ系制御対象にステップ状外乱を入力したときの人間による制御の成績( 1
TAE値で評価 )と人間に与えた信号の種類の関係を追求した。時定数が小さくむだ時間のないとき




池 上 雅 一
新しい物質を合成する自的で， 層状半導体GaSe， InSe の層間に蒸気反応法， 溶液反応法によっ
てアルカリ金属を挿入し， 層間化合物を作製することを試みた。蒸気反応法では結晶全体に均一で、は
ないが， MoS2 にCs及びKをインターカレーション( 挿入 )することが出来た。インターカレーシ
ョンによってMoS2 の層聞はCsの場合は2 .86AO， Kの場合は1.68A・ 拡がることがわかった。 HM




皿-VI族層状半導体GaSe， InSeの空気中での種々の温度における熱酸化の進行過程をXP S ( X  
線光電子分光法 )により研究した。酸化は時間と共に一様に進行するのではなく， 最初およそ 1原子
層程度の酸素の吸着が起きた後， ある程度時聞が経過してから急激に進むこと， 酸化が充分進んだ時
点では表面は それぞれ Ga203， Ill203となっていることがわかった。 又， 表面電位は酸化によって





る画期的手法である。 まず， 垂直記録の基本的な記録再生特性を測定することにより， 従来方式に比
較し14倍以上の高密度記録が行えることを確認した。 又， 二種類の変調方式を用い， ビデオ信号を垂
直記録方式の大きな特徴であるセカンドピークに録画再生を行い， その有用性を明らかにした。
アンテナ近傍に存在する誘電体の及ぼす影響についての研究
鳥 山 一 郎









出し， 文字の切り出し， 認識の各アルゴリズムを考案した。実験の結果， 全過程を通しての認識率は
77%であった。
酸化パナジウム蒸着膜のエレクトロクロミズムの機構に関する研究
藤 田 佳 隆
V 20S粉末を抵抗加熱法で1 TO ;fjラス基板上に真空蒸着して作製したアモルブアスV 20S薄膜エ
レクトロクロミック素子(ECD)の光吸収特性， XP S (X線光電子分光)， S 1 MS ( 2 次イオ
ン質量分析)を測定し， そのエレクトロクロミズムの機構を研究した。 その結果， a・V 205 の着色過
程は電極からの電子と溶液からのLtイオンの 2 重注入により， V 20Sの分子状態が V02 に変わる
ことによることがf明らかとなった。
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